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１．緒言 

筆者は，本年度から「総合育成支援員」とい

う非常勤講師として現場に出ている．そのため，

筆者は，生徒たちと接する機会が増えた．そこ

で，生徒や教師が理想としている教師とはどの

ような教師なのか考えるようになった．本研究

では，生徒と教師が考える理想の教師を明らか

にすることを目的とする． 
２．研究方法 

本研究の対象を中学校の各学年１つのクラ

スにアンケートをとる．さらに，現場に出てい

る教員２名にはインタビューをする．それらの

結果を用いて，「生徒や教師が考える理想の教

師像」について検討する． 
３．結果と考察 

（１）生徒へのアンケート 

生徒へのアンケート結果では，③どの生徒に

も平等に接する先生と⑦気軽に話しかけやす

い先生と⑧わかりやすい授業をする先生が上

位にあがってきた．さらに，④相手を理解し，

よい人間関係を築く能力と⑤正しい判断で考

えを持ち，行動する能力が上位にあがってきた． 

③では，１人の生徒に対する１つの行動で，そ

の教師の見方が 180度変わってしまう．つまり，

生徒たちの目線が厳しいので上位にあがって

きていると考えられる．⑦では，話すことによ

って，生徒の小さな変化に気づくかもしれない．

そこで，問題を未然に防ぐことができる可能性

がある．生徒が気軽に話しかけやすい先生とい

うは，重要な役割を担っていると考えられる．

⑧では，教師といえば授業をするというイメー

ジがある．生徒と教師は，授業での関わりが一

番多いと考えられ，そのイメージのままで，わ

かりやすい授業というのがあがってきたと考

えられる．④では，思春期である中学生は，他

人の考えることや言うことを素直に聞けず，一

方で，友達を理解しなければならないことはわ

かっている．よって，一番の票を集めたと考え

られる．⑤では，生徒たちは，正しい判断をす

ることができるが，行動に移すことが出来ない

ということを，生徒たちがわかっている．その

ため上位にあがってくると考えられる． 

（２）教師へのインタビュー 

アンケートでは，わかりやすい授業をす 

 

る先生が一番大事だと結果が出た．それに関し

てインタビューにて話しを聞くと，わかりやす

い授業をすることは，かなり難しい．これまで

も試行錯誤してきたし，これからも試行錯誤し

ていきたいと話していた．次に，どの生徒にも

平等に接する先生と結果が出た．それに関して

インタビューにて話しを聞くと，これは，意識

しても簡単にできることではない．授業以外で

話すことは難しいので，授業中にいろんな生徒

と雑談をいれながら話すことを意識している

と話していた．最後に，興味・関心を持たせや

る気を出させてくれる先生だと結果が出た．こ

の質問項目での興味・関心は，授業である．そ

れに関してインタビューにて話しを聞くと，授

業中にずっと静かにするのはしんどい．生徒が

興味を持つような話しをして，集中しやすい環

境を作ることが大切だと話していた．また，

自分を理解し，よさを発揮する能力だと結果

が出た．それに関してインタビューにて話し

を聞くと，個性というのを大事にしなければ

ならない．これから先，自分を見失うことが

あるかもしれないが，義務教育の中で学んだ

ことを思い出してほしいと話していた． 

４．まとめ 

 本研究では，生徒や教師が考える理想の教師

像を明らかにすることを目的とした．そこから，

以下のことが明らかになった． 

・どの生徒にも平等に接する先生 

・気軽に話しかけやすい先生 

・わかりやすい授業をする先生 

・相手を理解し，よい人間関係を築く能力 

・正しい判断で考えを持ち，行動する能力 

また，教師も生徒と同じような教師を理想と

していることが明らかになった．しかし，教師

のインタビューでは，高い理想を描き，毎日を

過ごしており．教師自身，生徒の将来のことを

考えて，教師は，何回も同じことを毎日のよう

に言っていることがわかった．つまり，生徒は，

今を考えている．教員は，将来を考えて理想の

教師像と勝負しているということがわかった． 
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